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(V) SF 6 ガス中のスペーサの沿面放電 l乙電極や浮遊粒子による空間電荷蓄積が重大な影響を持つこと
を指摘し，静電フソレーブやダスト図形の測定から，それがヘテロ空間電荷であり，高電圧極からの電
界放出とスペーサ表面の沿面電気電導の組合せで生じることを明らかにした。
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以上述べたように本論文は SF6 ガス系の電気絶縁設計上，重要な多くの新知見を含み，電気工学に
寄与する所が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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